
��

▼
日
時　

７
月
１
日
�
、
７
日
�
、
８
日

　

�　

９
時
〜　

時
17

▼
場
所　

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
　

歳
以
上
で
３
日
間
と
も
受
講

15

　

で
き
る
方

▼
講
習
内
容　

心
肺 
蘇  
生 
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

そ 

せ
い

　

用
い
た
除
細
動
、
傷
と
止
血
、
急
病
、

　

救
護
な
ど
の
講
習
で
、
最
終
日
に
検
定

　

を
行
い
ま
す
。

※
全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
受
講
証
が

　

交
付
さ
れ
、
検
定
の
結
果
、
成
績
優
秀

　

者
に
は
『
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認
定

　

証
』
が
後
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　

３
千
円
（
教
本
、
教
材
費
）

▼
申
し
込
み　

６
月　

日
�
ま
で
に
電
話

22

　

で
日
本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

　

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
�
○８５
 

１
９
１
１
）

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど
（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※
請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、
平
成

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
　

年
３
月　

日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

21

31

※
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご

　

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理

　

室
（
�　

－

５
２
５
３－

５
１
８
２
）
、

03

　

ま
た
は
北
海
道
福
祉
援
護
課
（
�　

－011

　

－

５
２
６
９
）

204

　

北
海
道
遺
産
認
定
の
登
別
温
泉
地
獄
谷

を
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
き
ま

せ
ん
か
。
大
湯
沼
川
で
は
、
天
然
の
足
湯

を
体
験
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月　

日
�　

９
時　

分
〜　

23

30

１２

　

時
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所　

登
別
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
タ
オ
ル

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

６
月
４
日
�
か
ら
電
話
で

　

高
野
さ
ん
（
�
○８６
 

８
４
０
０
）

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
と

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん
へ

ふ
る
さ
と
再
発
見

『
地
獄
谷
散
策
会
』
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
主
催
〜

お年寄りの医療制度が変わります　～後期高齢者医療制度がスタート～

◆新しい制度の目的は？
　国民皆保険を維持し、医療保険制度を将来にわた
り持続可能なものとしていくため、高齢社会に対応
した仕組みとして、独立した医療制度を創設するも
のです。
◆対象者（被保険者）は？

・７５歳以上の方

・一定の障がいのある６５歳以上７５歳未満の方
◆制度を運営するのはどこ？
　制度は、道内全１８０市町村が加入する北海道後期
高齢者医療広域連合が運営主体となり、各市町村は
保険料徴収や申請・届け出の受け付けなどを行いま
す。それぞれの主な業務は次のとおりです。

◆保険料は？
　個人ごとに算定された保険料を被保険者一人ひと
りが支払うこととなり、原則として年金から天引き
されます（所得の低い方は、世帯の所得水準に応じ
て保険料が軽減されます）。また、健康保険などの
被用者保険の被扶養者だった方も保険料を負担する
ことになります（２年間軽減される経過措置があり
ます）。
　保険料率は、平成１９年１１月に開催予定の『北海道
後期高齢者医療広域連合議会』で保険料条例を制定
し、決定することになっています。
◆医療機関での自己負担は？
　現行の老人保健制度と同様に、１割負担（現役並
み所得者は３割負担）となります。
※詳しくは、お問い合わせください。

▼ お問い合わせ 北海道後期高齢者医療広域連合
（�０１１－２９０－５６０１・ホームページ http://iryo
　kouiki-hokkaido.jp）または国保・年金グループ
　（�○８５ １７７１）

各　市　町　村北海道後期高齢者医療広域連合

▽　資格管理に関する申請・届
　　け出の受け付け

▽ 被保険者証などの引き渡し

▽　保険料の徴収

▽　医療給付に関する申請・届
　　け出の受け付け

▽　被保険者の資格管理

▽　被保険者証などの発行

▽　保険料の決定・賦課

▽　医療給付に関する審査・支
　　払い

　現在、国民健康保険や被用者保険などの医療保険制度に加入しながら、老人保健制度で医療を受けている
方は、平成２０年４月からは『後期高齢者医療制度』に移ることとなります。


